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問 題
２００３年１月から始まった全国調査によると，２００９年１
月，全国のホームレス数は１５，７５９人，２００８年調査よりも
２５９人減少している。都道府県別で最も多いのが大阪府
で４，３０２人，ついで東京都が３，４２８人。札幌市は２００８（平
成２０）年度調査より１０人減って９９人（道内１２４人）。景気
低迷が続く中，２００９年７月の完全失業率は全国平均
５．７％と過去最悪となった。このような現状から，今後
ホームレスになる人は増加するであろうと予測されてい
る。２００３年７月３１日「ホームレスの自立の支援等に関す
る基本方針」が策定され（厚生労働省，２００３），この基本
方針に基づき，各自治体は，具体的な自立を支援するた
めの実施計画を策定している。北海道もこれまでの５年
間を踏まえ，今後５年間におけるホームレス対策を実施
するため，２００９年，「北海道ホームレス自立支援等実施
計画（改訂版）」を策定している（北海道保健福祉部福
祉局福祉援護課，２００９）。
一般にホームレス問題は，産業構造の変化などによる
社会経済的要因と病気・障害などを含めた個人的要因が
複合して生じた社会問題と考えられている。ホームレス
になってしまう主な要因は社会経済的背景による失業だ
が，社会生活への不適応などの個人的要因によるものも
増えているのが現状である。社会経済的要因と個人的要
因の複合した形で生じるホームレス問題。それは自助努
力等，個人にその責任を負わせるだけでは解決できない
社会問題といえるであろう。欧米諸国にも広がっている
ホームレス問題は共通点も多い。しかしながら，わが国
も含めて根本的な解決には至っていない。それだけに，
ホームレス問題は社会保障にとどまらない複雑な社会問
題であることを示しているといえる。
ホームレスに対する自立支援事業の一環として，全国
に自立支援センターが設置されつつある。しかしなが
ら，北海道においてはいまだ１カ所の自立支援センター
も設置されていない。また何をどのように支援するかに
ついては明らかではなく，具体的なニーズへの対応はな
されていない。北海道，特に札幌市において一日も早く
自立支援センターの設置が望まれる。
本研究は，ホームレスの人々のニーズは何か，自立に
向けた具体的支援は何かについて明らかにすることを目
的とする。ホームレスの人々が地域社会の中で可能な限
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抄 録
本研究は，ホームレスの人々のニーズは何か，自立に向けた具体的支援は何かについて明ら
かにすること，自立支援システムの構築に関する基礎的資料を提供することを目的とした。道
内主要都市である札幌市におけるホームレス問題に対する意識を高めることをねらいとして，
一般市民を対象に「札幌市におけるホームレスの現状と支援活動」報告会を開催した。参加者
２４名から，「今まで知らなかった，気づかなかったという気づきが得られ，何ができるかを考
えさせられた」といった感想が得られた。また，ホームレスのかかえる基本的ニーズを把握す
ることを目的として，札幌市における路上生活者１８名（有効回答１６名）に対し，①自尊感情
（自己肯定感）に関するRosenberg の質問紙（全１０項目），②生きがいを問う PILA質問紙
（全２０項目）の調査を実施した。調査の結果から，①自尊感情：個人差があり，平均得点
２８．５０（SD６．９５）と中程度の自尊感情をもっていること，②生きがい（PILA得点）：個人差
が大きく，一般成人よりも低いこと（平均得点７５．３１（SD１８．９６）），③自尊感情得点と生きが
い（PILA）得点との相関分析を行った結果，自尊感情は PILA得点と高い相関関係にあるこ
と（r＝．８６４，p＜．０１）が明らかになった。本調査対象者の自尊感情は極端に低いという結果で
はなかったことから，ホームレスへの自立に向けた支援として，自尊感情を維持し高めていく
方向性が示された。
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ホームレスへの自立支援に関する基礎的研究
北方圏学術情報センター年報 Vol．２
―１０９―
り制約のない環境で質の高い生活をするためには，どの
ような援助や条件が必要なのか，自立支援システムの構
築に関する基礎的資料を提供することをねらいとする。
「札幌市におけるホームレス問題と支援活動」
報告会
目 的
道内主要都市である札幌市におけるホームレス問題に
対する意識を高めることをねらいとして，一般市民を対
象に，「札幌市におけるホームレスの現状と支援活動」
報告会を開催した。
方 法
開催時期：２０１０年１月３１日
開催場所：マナチャペル２Fホール（札幌市中央区南２
条西８丁目）
参加対象：北海道札幌市に居住する市民２４名。チラシ等
の案内で参加。
報告会内容：①マナチャペル教会における支援を始めた
経緯，②かつてホームレスだったが現在は仕事をもち，
自立している人の証，③札幌市におけるホームレスの現
状，④民間支援団体（NPO法人ハンド・イン・ハンド）
の支援活動，⑤今後の課題，意見交換。意見交換終了
後，参加者に対してアンケート用紙を配布し，感想を記
入してもらった。
結 果
参加者からの感想
参加者２４名中１７名から得られた感想を以下に記す。
・「知りたいと思っていた情報を知り，・・・不可能と思
われることも可能になることを見させて頂きました。
最初のふみ出す一歩の大切さと勇気を頂きました。で
きることから始めたいと思っています」（女性）
・「興味深かった。更なるネットワーク，情報の必要を
感じた」（男性）
・「実際の今の状況や，ホームレスの方々が必要として
いること，Hand in HANDの方々が何をされてきた
かなどを知ることができてとてもよかったです。ホー
ムレスの方々の本当のニーズ（人間関係など）を知っ
て，いろいろなことを思わされました」（女性）
・「知らない所で，今も，たくさんの方々が路上ですご
されているのを見て，もっとたくさんの人たちと，現
状をわかちあって，自分にできることを少しでもして
いきたいと思いました」（女性）
・「ホームレスの方々に関する問題について全く知識が
ありませんでした。Hand in HANDの活動も今回初
めて知りました。自分にできることを考えてみようと
思います」（女性）
・「単純に物（衣食住）以外で，人間関係の喪失が大き
な影を落としていることを知りました。自分が持って
いるものは少ないですが，持っているから与えるので
はなく，何も持っていなくても与えられるものがある
と思うので祈って出ていきたいです」（男性）
・「良き交わりを感謝致します」（女性）
・「現在のホームレスの方々のじょうきょう等を知っ
て，勉強になりました。自分にも何か出来る事がある
のか，すごく思いました」（男性）
・「ホームレスの実情について詳しく知る事ができて良
かったです。マナチャペルの働きを具体的に知り，自
分でも何かする事ができないか，考えさせられまし
た」（女性）
・「自分」にはそうぞうもつかなかったじったいがあ
り，とてもおどろいた。自分には何が出来るのか？そ
して自分がこれからそれらをふまえてどういう信仰生
活を送っていけばいいのか，考えさせられました」
（女性・学生）
・「思い切って参加してよかったと思います」（男性）
・「活動の様子を知ることができてよかった」（女性）
・「色々な事を知る事ができ良かったです」（女性）
・「スタート当初の事情をお聞きでき（礼拝を一緒に行
うこととしたこと等），参考になりました」（男性）
・「マナチャペルが教会として行動されていることは，
とても尊いお働きだと思います。私も小さいながらも
できることを模索していきたい」（女性）
・「身近かでかかわっている方々のお話を聞けて，大変
有意義でした。ハンド・イン・ハンドの活動，マナ
チャペルさんのお働きに感謝致します」（男性）
考 察
報告会では，札幌市在住の一般市民を対象に，札幌市
におけるホームレスの現状ならびに支援活動について，
概要説明を行った。
報告会で記入してもらった感想から，今まで知らな
かった，気づかなかったという気づきが得られ，何がで
きるかを考えさせられたといったコメントが得られた。
新聞等で報道されているが意外にも身近なところでの実
態について，多くを知らないということが明らかになっ
た。４０代と５０代の男性が多いこと，女性のホームレスが
みられるようになったこと，若年化の傾向にあること，
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表１ 自尊感情の結果
平均得点 SD
１ 新しいことに常に挑戦したいと思いますか ３．０６ １．３４
２ いろいろな良い素質を持っている ２．６３ １．２０
３ 敗北者だと思うことがよくある。＊ ２．９４ １．０６
４ 物事を人並みには、うまくやれる。 ２．６９ １．３５
５ 自分には、自慢できるところがあまりない。＊ ２．８１ １．３３
６ 自分に対して肯定的である。 ３．５６ １．０９
７ だいたいにおいて、自分に満足している。 ２．３１ １．１４
８ もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。＊ ２．７５ １．００
９ 自分は全くだめな人間だと思うことがある。 ２．７５ １．１３
１０ 何かにつけて、自分は役に立たない人間だと思う。 ３．００ １．０３
＊逆転項目
自己評価得点（１～５） ２．８３ ０．７５
自己受容得点（６～１０） ２．８８ ０．７２
ほとんどが北海道出身であり，他の土地へ移ることは考
えていないこと，具体的な支援としては，衣食住等の物
理的な支援に加えて，見過ごされがちな精神的な支援が
求められていることを理解してもらえたと思われる。
ホームレス問題に対する意識を高める主たる目的を達成
することができたといえる。
質問紙調査
目 的
道内主要都市である札幌市におけるホームレスに対
し，自尊感情ならびに生きがいを問う質問紙調査を実施
し，ホームレスのかかえる基本的ニーズを把握すること
を目的とする。
方 法
調査時期：２０１０年２月１６日
調査対象：北海道札幌市に居住する路上生活者１８名（有
効回答数１６名）。
調査内容：①自尊感情（自己肯定感）に関する質問紙
（Rosenberg の自尊感情尺度全１０項目，一部改変）：自
分の弱点や欠点を否定することなく，自分自身を大切に
思う感情を評価する。自分を価値ある存在と認識してい
るかどうかを得点化する。回答は「まったくそう思う」
（５点）から「まったくそう思わない」（１点）の５段
階評定から１つを選択する。１０の質問項目すべてに
「まったくそう思う」と回答した場合，各項目５点，合
計得点は５０点。
②生きがいを問う PILA質問紙（全２０項目）：フランク
ルのロゴセラピー理論に基づきCrumbauch ら（１９６９）
によって開発されたテスト。人生にどのような意味や目
的を見出しているのか，生きがいや自己実現のレベルを
判定する。本来の PIL テストはパートＡ，Ｂ，Ｃの３
部から構成されるが，本調査では，佐藤ら（１９９８）が翻
訳・標準化したパートＡの２０項目のみを使用した。回答
は７段階評定から１つを選択する。２０の質問項目すべて
に「まったくそう思う」と回答した場合，各項目７点，
合計最高得点は１４０点。得点が高いほど人生の意味・目
的を見出しているとされる。
調査手続き：①マナチャペル（プロテスタント教会）な
らびにNPOハンド・イン・ハンド（民間支援団体）の
協力のもと，食事提供時，一人ひとりに質問紙を配布
し，無記銘で回答してもらった。
分析方法：２０項目からなる PILA得点の合計を算出し
た。佐藤ら（１９９８）の一般成人（年齢３５～７４歳）の平均
と比較検討した。
結 果
フェイスシート
①性 別：男性１３名（６０代：３名。５０代：３名，４０代：
５名，３０代：１名，不明：１名），女性３名（７０代：１
名，５０代：１名，不明：１名）。
②平均年齢５７．９４歳（SD１８．９４）。
③出身地：道内１１名，道外５名。
④路上生活の期間：１ヶ月未満３名，１ヶ月～６ヶ月１
名，６ヶ月～１年３名，１年から３年５名，３年以上３
名。
⑤家族がいるか：家族がいる１２名，家族がいない３名，
不明１名。
⑥家族との連絡はあるか：連絡がある５名，連絡がない
９名，不明２名。
１．自尊感情
１６名全員の平均合計得点は２８．５０（SD６．９５）であっ
た。個人差はあるが，中程度の自尊感情をもっているこ
とが明らかとなった。２つのカテゴリ別では，自己評価
得点２．８３（SD０．７５），自己受容得点２．８８（SD０．７２）で
あった。項目別にみると，特に高かったのが項目６「自
分に対して肯定的である」（平均得点３．５６，SD１．０９），
次に高い得点を示したのが項目１「新しいことに常に挑
戦したいと思いますか」（平均得点３．０６，SD１．３４）で
あった。もっとも低い得点を示したのは項目７「だいた
いにおいて，自分に満足している」（平均得点２．３１，SD
１．１４），次に低かったのは項目２「いろいろな良い素質
を持っている」（平均得点２．６３，SD１．２０），項目４「物
事を人並みには，うまくやれる」（平均得点２．６９，SD
１．３５）であった。
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表２ 生きがい（PIL-A 得点）の結果
本調査 一般成人（佐藤ら，１９９８）
平均得点 SD 平均得点 SD
１．私はふだん非常に元気いっぱいではりきっている ３．６３ １．６３ ５．３ １．２７
２．私にとって生きることはいつも面白くてわくわくする ４．００ １．２６ ５．３ １．１５
３．生きていくうえで私には非常にはっきりした目標や計画がある ３．７５ １．７３ ５．２ １．３８
４．私という人間は非常にはっきりした目標や計画がある ３．９４ １．７３ ５．３ １．２５
５．毎日がいつも新鮮で変化に富んでいる ３．８１ １．９１ ４．５ １．６２
６．もしできることならこの生き方を何度でも繰り返したい ４．００ １．２１ ５．１ １．１９
７．老後、私は前からやりたいと思っていたことをしたい ４．１３ ２．４２ ５．６ １．６６
８．私は人生の目標の実現に向かって着々と進んできている ２．８１ ２．１０ ４．８ １．５
９．私の人生にはわくわくするようなことがいっぱいある ３．７５ １．９１ ５．１ １．１３
１０．もし今日、死ぬとしたら、私の人生は非常に価値ある人生だったと思う ４．１３ １．３１ ４．９ １．４７
１１．私の人生について考えると、今、ここにこうして生きている理由がいつもはっきりしている ３．７５ ２．０５ ５．０ １．４９
１２．私の生き方から言えば、世の中は非常にしっくりくる ３．９４ １．９５ ４．７ １．３
１３．私は責任のある人間である ３．３８ １．８６ ５．６ １．２８
１４．どんな生き方を選ぶかということについて遺伝や環境の影響にもかかわらず全く自由な選択ができる ４．１９ １．９７ ４．５ １．７
１５．死に対して私は十分に心の準備ができており、こわくない ３．９４ ２．２４ ３．８ １．８９
１６．私は自殺を本気で考えたことはない ３．３８ ２．２８ ５．８ １．８６
１７．私は人生の意義、目的、使命を見出す能力が十分にある ４．１３ ２．０９ ４．８ １．４８
１８．私の人生は自分の力で十分にやっていける ３．２５ １．６９ ５．２ １．４３
１９．毎日の生活に私は大きな喜びを見出し、また満足している ３．５６ １．３６ ５．０ １．３
２０．私は人生にはっきりとした使命と目的を見出している ３．８８ １．７１ ５．０ １．３１
計 ７５．３１ １８．９６ １００．４ １７．２４
「人生の目的（Purpose in Life）」 ３．７５ １．１０
「目標達成（Goal Achievement）」 ３．６４ １．１８
「人生の充足感（Contentedness with Life）」 ３．９２ ０．８３
「コントロール感（Internal-External Locus of Control）」 ３．７２ １．３８
「自己充足感（Self-fulfilment）」 ３．４４ １．５５
「生き方（Life View）」 ４．０２ １．４７
２．生きがい（PILA得点）
１６名全員の平均合計得点は７５．３１（SD１８．９６）であっ
た。個人差は大きい。佐藤ら（１９９８）の一般成人（平均
１００．４，SD１７．２４）と比較して，全体としては，低い得
点を示した。項目別では，特に高かったのが項目１４「ど
んな生き方を選ぶかということについて，遺伝や環境の
影響にもかかわらず全く自由な選択ができる」（平均得
点４．１９，SD１．９７），次に高かったのは，項目７「老後，
私は前からやりたいと思っていたことをしたい」（平均
得点４．１３，SD２．４２），項目１０「もし今日，死ぬとした
ら，私の人生は非常に価値ある人生だったと思う」（平
均得点４．１３，SD１．３１），項目１７「私は人生の意義，目
的，使命を見出す能力が十分にある」（平均得点４．１３，
SD２．０９）であった。もっとも低い得点を示したのが項
目８「私は人生の目標の実現に向かって着々と進んでき
ている」（平均得点２．８１，SD２．１０）であった。
６つの因子ごとにみると，「人生の目的（Purpose in
Life）」平 均 得 点３．７５（SD１．１０），「目 標 達 成（Goal
Achievement）」平均得点３．６４（SD１．１８），「人生の充足
感（Contentedness with Life）」平 均 得 点３．９２（SD
０．８３），「コントロール感（InternalExternal Locus of
Control）」平 均 得 点３．７２（SD１．３８），「自 己 充 足 感
（Selffulfilment）」平均得点３．４４（SD１．５５），「生き方
（Life View）」平均得点４．０２（SD１．４７）であった。
３．自尊感情と生きがいとの関係
自尊感情得点と生きがい（PILA）得点と
の相関分析を行った結果，自尊感情は PIL
A得点と高い相関関係にあることが明らか
となった（r＝．８６４，p＜．０１）。また自尊感
情は，PIL の６つの因子すべてに有意な相関
関係が認 め ら れ た（「目 標 達 成（Goal
Achievement）」（r＝．７８６，p＜．０１），「人生
の 充 足 感（Contentedness with Life）」（r＝．７６３，p
＜．０１），「コントロール感（InternalExternal Locus
of Control）」（r＝．６２１，p＜．０１），「自己充足感（Self
fulfilment）」（r＝．６５６，p＜．０１），「生 き 方（Life
View）」（r＝．５２７，p＜．０５）。
考 察
「自尊感情」を問う質問紙調査の結果から，個人差が
あること，自分という存在に価値をおき，自分を大切に
表３ 自尊感情と生きがいとの相関
PIL 合計 人生の目的 目標達成 人生への充足感 コントロー ル感 自己充足 生き方
自尊感情 ．８６４＊＊ ．７８６＊＊ ．７３９＊＊ ．７６３＊＊ ．６２１＊＊ ．６５６＊＊ ．５２７＊＊
PIL 合計 ．９２５＊＊ ．９０９＊＊ ．８８３＊＊ ．６８０＊＊ ．８４２＊＊ ．５６１＊＊
人生の目的 ．８８２＊＊ ．７２６＊＊ ．４８４ ．７９４＊＊ ．２９３
目標達成 ．８０６＊＊ ．４５５ ．８３５＊＊ ．３８１
人生への充足感 ．６４８＊＊ ．５９０＊＊ ．６４３＊＊
コントロール感 ．４４７ ．６９８＊＊
自己充足 ．３３７
＊ｐ＜．０５ ＊＊ｐ＜．０１
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思うかどうかについては，中程度の自尊感情をもってい
ることが明らかになった。この結果を低いとみるか，あ
るいは高いとみるかは別として，厳しい過酷な路上生活
の中で，中程度に保っていることに驚きを覚える。本調
査の対象となった１６名は，項目６「自分に対して肯定的
である」（平均得点３．５６，SD１．０９）ならびに項目１「新
しいことに常に挑戦したいと思いますか」（平均得点
３．０６，SD１．３４）に高い得点を示した。他方，項目７
「だいたいにおいて，自分に満足している」（平均得点
２．３１，SD１．１４），項目２「いろいろな良い素質を持って
いる」（平均得点２．６３，SD１．２０），項目４「物事を人並
みには，うまくやれる」（平均得点２．６９，SD１．３５）は低
い得点を示した。この結果から，現状の自分については
満足していないが，このままでは終わらない，将来に対
する希望は失っていないと考えられる。またこのことか
ら，社会的自立の機会が得られれば自立できる可能性を
見いだせるのではと思われる。
「生きがい」（PILA得点）の結果から，人生の意味
ならびに目的意識は個人差が大きく，一般成人よりも低
いことが明らかとなった。しかしながら，項目１４「どん
な生き方を選ぶかということについて，遺伝や環境の影
響にもかかわらず全く自由な選択ができる」（平均得点
４．１９，SD１．９７），項目７「老後，私は前からやりたいと
思っていたことをしたい」（平均得点４．１３，SD２．４２），
項目１０「もし今日，死ぬとしたら，私の人生は非常に価
値ある人生だったと思う」（平均得点４．１３，SD１．３１），
項目１７「私は人生の意義，目的，使命を見出す能力が十
分にある」（平均得点４．１３，SD２．０９）は，他の項目と比
較して高い得点であった。現状の自分や社会には満足し
ていないが，自分には人生の意味ならびに生きる目的を
見出す能力があり，また見出そうとしていることが示唆
される。PILA得点全体としては，一般成人よりも低
い得点を示したが，人生の意味・目的を見出す可能性は
ある。唯一，一般成人より高い得点だったのが，項目１５
「死に対して私は十分に心の準備ができており，こわく
ない」（平均得点３．９４，SD２．２４）であった。一般成人は
死に対してネガティブにとらえる傾向はあるが，本調査
の対象者は，個人差は大きいものの，死に対する恐れは
あまりない。食べるものがない，もしかすると死ぬかも
しれないといった過酷な路上生活の中で，自ら獲得した
生きることに対する態度・姿勢，ある意味での達観した
態度ではないかと考えられる。項目１６「私は自殺を本気
で考えたことはない」（平均得点３．３８，SD２．２８）が低
かったことからも推察される。無力感に代表されるよう
な態度，あるいは生きること，死ぬことに対する感覚が
弱っている結果ともいえる。このような態度・姿勢がど
のくらい続くのか，どの程度毎日を生きる支えとなって
いるかは疑問である。項目１「私はふだん非常に元気
いっぱいではりきっている」は低い得点であった。生き
ることに疲弊していることは否定できない。
「自尊感情」と「生きがい」（PILA得点）との関係
をみたところ，対象者の人数が少ないながらも，かなり
の強い関係が認められた。自分を大切に思うことは生き
ることに価値を見出すことと関係があり，それは生きる
力につながっていると考えられる。反対に，自分という
存在に価値を見いだせなくなった場合，生きることの意
味を失う危険性を示唆する。自尊感情を自らおかれた状
況との関連でとらえた研究によれば，自尊感情は状況に
よって変化する（Leary，Tambor，Terdal，＆ Downs，
１９９５）。現在の自分が他者から受容されている感覚があ
れば自尊感情は上昇する，反対に拒否されている感覚は
自尊感情を低下させることが示されている。本調査の対
象者の自尊感情は極端に低いという結果ではなかった。
しかしその安定性については過酷な路上生活の中で保証
されている訳ではない。ゆえに，自尊感情を維持し高め
ていく方向性が示される。
フランクルによると，人生の意味，生きる目的を見出
すのはあくまで本人である。ロゴセラピーでは，人生の
意味を見出すことを支援する。具体的には，過酷な生活
の中で自らの抑圧した感情を表現し，自らの状況を客観
的に判断することが求められるであろう。
近年，派遣切問題により完全失業者が急増したことを
受けて，これまでになく生活保護をもらえる人は多く
なった（札幌市２００９年２月末現在，２２８人）。しかしなが
ら，せっかく生活保護を受けても，借金の執拗な取り立
てに合い，また本人の生活能力の問題などの理由によ
り，ホームレスの状態に戻ってしまう人も少なくない。
生活保護が適用された人に対して，何が必要な支援なの
か。北村（２００９）は自分の弱さを受容すること，そして
弱さを受容する自己理解と他者理解が必要であると指摘
する。一般にホームレスの抱える貧困は２つあるといわ
れている。①ハウスレス：住居，衣服，食べ物等の物理
的要件の喪失，②ホームレス：家族，兄弟，友人等の人
間関係の喪失である。支援といえば，物理的要件の喪失
に目が向けられがちだが，実は人間関係の喪失こそが社
会につなげる，自立に向けて必要な支援である。ソー
シャルサポート過程とパーソナリティとの関連をみた研
究から，過去を含めた良好な人間関係をもっていること
が基本的に重要であり，自分自身や対人的な環境をどの
くらい肯定的にとらえているかがサポートの有効性なら
びに利用可能性を左右することが指摘されている
（Vinokur，Schul，and Caplan，１９８７）。
これからのホームレス支援として，北九州ホームレス
支援機構代表の奥田氏は，たとえ自立できなくても，あ
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るいは変われなくても生きていける支援として，生涯に
わたる支援，「人生支援」，そしてコーディネイトとし
て，各社会資源と連携しコーディネイトしていく支援の
２つの方向性を掲げている。今，必要な生活支援を行う
と同時に，一人ひとりに必要とされる人間関係の回復が
求められている。そして，自立に向けての継続的な支
援，途絶えることのない支援が必要になる。
文 献
１）Crumbaugh，J．C．and Maholick，L．T．（１９６９）：
Manual of instructions for The Purpose in Life
Test．Pcychometric Affilicates，Chicago．
２）Frankl，Viktor．E．（霜山徳爾訳）（１９５２）：フラン
クル著作集２ 死と愛．３３１，みすず書房．
３）北海道保健福祉部福祉局福祉援護課（２００９）：北海
道ホームレス自立支援等実施計画（改訂版）．北海
道保健福祉部福祉局福祉援護課．
４）北村年子（２００９）：ホームレス襲撃事件と子どもた
ち―いじめの連鎖を断つために―．太郎次郎社エ
ディタス．
５）厚生労働省（２００９）：ホームレスの実態に関する全
国調査（概数調査）結果．厚生労働省．http：／／
www．mhlw．go．jp／bunya／seikatsuhogo／homeless
０９／index．html．
６）厚生労働省（２００３）：ホームレスの自立の支援等に
関する基本方針．厚生労働省．http：／／www．mhlw．
go．jp／shingi／２００３／１２／s１２１６５v．html＃２２．
７）奥田知志 北九州ホームレス支援機構 http：／／
www．h３．dion．ne．jp／～ettou／npo／top．htm
８）Rosenberg ， M．（１９６５）： Society and the
adolescent self image ． Princeton ， NJ ：
Princeton University Press．
９）佐藤文子（監修）（１９９８）：PIL テストハンドブック
第１部 PIL テストの全体像と分析法．５．システ
ムパブリカ．
１０）Vinokur，A．，Schul，Y．，and Caplan，R．D．
（１９８７）： Determinants of social support：
Interpersonal transactions， personal outlook，
and transient affective states ． Journal of
Personality and Social Psychology ，５３，１１３７
１１４５．
１１）山本眞理子・松井 豊・山成由紀子（１９８２）：認知
された自己の諸側面の構造．教育心理学研究，３０．
６４６８．
付 記
本研究の実施にあたっては，ホームレスの方々，マナ
チャペル（プロテスタント教会）ならびにNPO法人ハ
ンド・イン・ハンドの方々に多大なるご協力をいただき
ました。心より感謝を申し上げます。
なお，本研究は，平成２１年度北翔大学北方圏学術情報
センタープロジェクト研究費の助成を受けて実施されま
した。
ホームレスへの自立支援に関する基礎的研究
―１１４―
